
　新年明けましておめでとうございます。皆様におかれましては恙なく新しい年をお迎えの
事とお慶び申し上げます。また、平素からのご支援、ご協力に対して心より感謝申し上げます。
　昨年は新型コロナウイルスの経済的影響が徐々に低下してきた事や、半導体部品の供給が
徐々に改善されてきた事などポジティブな動きがあった一方で、ロシアのウクライナ侵攻に
伴うヨーロッパ経済の失速、ロックダウン政策による中国経済の減速、資源・エネルギー価
格の上昇や物流費の高騰などのネガティブな動きもありました。また年間を通して円安が進
行した事も大きなインパクトとなりました。
　日本機械工具工業会は2020年の8月を底に順調に右肩上がりの回復を続け、2022年4
月から9月までの上半期累計生産金額実績は2,486億円（対前年同期比108%）、下半期の見
込みは2,513億円（対前年同期比105%）、年度見通しは4,986億円（対前年比106％）となっ
ております。年間見通しを予測した時点から上期は12億円程上振れましたので、年間では
2018年度以来の5,000億円の大台も視野に入ってきました。
　昨年、正会員へ実施したアンケート「機械工具観測調査 DI値（Diffusion Index景気動
向指数）」によりますと、
　◦2022年下期生産額は足元より増加予測で内需・外需共に先行きは良化する　
　◦業種別では自動車・一般機械向けは増加傾向
　◦外需地域別ではアジア・北米は増加、欧州は減少
の結果となりました。
　また、長期化する国際紛争とそれに起因する資源高騰などを考慮すると、経済環境の完全
回復は2023年度以降になると予想する回答が多くを占めました。
　今年の我々を取り巻く経済環境は、米国の利上げによる景気後退のリスクや半導体産業の
減速が見られ始めた事、中国や欧州の経済回復にも時間を要するであろう事などから引き続
き注視が必要です。工作機械の受注動向からみても設備投資は昨年より大きく伸びる可能性
は高くはないと思われますが、今年は投資された設備の稼働率の向上に伴って機械工具の需
要はまだまだ成長の余地があると考えています。また、リアルな対面でのビジネスは昨年以
上に活発に行われるでしょう。昨年11月に行われたJIMTOF2022での来場者数も11万人
を突破し、2020年のオンライン開催時の5万人を大きく上回る結果となった事からもリアル
でのコミュニケーションが、ものづくり産業にとって重要である事が再認識されました。
　中長期的な視点で当工業会として取り組んでいくべき課題としては、
　◦自動車の電動化に伴う工具需要の減少が見込まれる事から会員各社が海外市場に展開

する道筋（例えば海外展示会出展など）をサポートする仕組みを整える事
　◦ものづくりの現場から販売の現場まで、あらゆる場面でデジタル化が進展しているため

会員各社が乗り遅れないように支援する事
　◦「カーボンニュートラル」を目指し脱炭素社会の実現も重要な社会的使命と認識し取り組

んでいく事
　◦日本工作機械工業会、日本ロボット工業会、日本工作機器工業会、日本精密測定機器工業

会、日本工作機械販売協会などのものづくり関連団体とのコラボレーションを加速する事
であると考えています。
　最後になりますが、日本経済の益々の発展と皆様のご健勝を祈念いたしまして年初のご挨
拶とさせていただきます。

（三菱マテリアル（株）執行役常務　加工事業カンパニープレジデント）
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　令和5年の新春を迎え、謹んでお慶び申し上げます。
　新型コロナウイルスの世界的拡大から3年弱が経過しました。産業界の皆様に
は、テレワークの推進や時差出勤、職域接種によるワクチン接種の加速など、様々
な形で御協力をいただき、改めて御礼申し上げます。
　他方で、昨年2月に始まったロシアによるウクライナ侵攻は、米中対立、新
型コロナウイルスによるパンデミックに引き続き、1990年以降拡大してきたグ
ローバリゼーションを逆回転させる歴史的な出来事となり、これを背景として、
世界的なインフレの加速と急激な円安の進行など先行き不透明な状況が続いて
おり、我が国の製造業は、半導体をはじめとした部素材の供給途絶やエネルギー
価格の高騰など、様々な面で引き続き影響を受けておられると承知しています。
我が国製造業の成長のために引き続き皆様と全力を尽くして進めてまいりたいと
思います。
　ロシア・ウクライナ情勢に加え、グローバルなサプライチェーンの脆弱性や国
家、地域間の相互依存リスクが顕在化する中、昨年5月に成立した経済安全保障
推進法に基づき、我が国では日本の経済構造の自立性の向上、技術の優位性、ひ
いては不可欠性の確保を目指し様々な施策に取り組んでおり、昨年、政府は広く
国民生活・経済活動が依拠している必要不可欠な物資として、工作機械・産業用
ロボット、半導体、蓄電池を含めた11物資を政令にて指定しております。
　令和4年度第2次補正予算では、重要物資のサプライチェーンの強靱化を図る
ための事業を盛り込んでおり、特定重要物資の安定供給の確保に資する民間企業
の設備投資や研究開発の取組を後押ししてまいります。
　経済産業省では、2050年カーボンニュートラルという野心的な目標に向けて、
脱炭素化に向けた長期にわたる研究開発・社会実装を行う企業等に対して、グリー
ンイノベーション基金にて、継続的な支援を行っており、今後も必要な支援を
行うとともに、カーボンプライシングの制度の在り方や、特に脱炭素化が難しい

（hard-to-abate）産業セクターも含め、規制・支援一体型の投資促進策を講じて
まいります。昨年2月に発表したGXリーグ基本構想には、既に日本のCO2排出
量の4割以上を占める約600社の企業より賛同を頂いており、本年は、予見可能
性を高め、企業がGXに向けた投資をしやすい環境作りに取り組んでまいります。
　新型コロナウイルス拡大の影響もあり、リモートワークなど日常生活における
デジタル化が幅広く浸透し、物流や小売業等でのロボット導入や、インフラ点検
や物流、災害対応でのドローン活用など、新たな技術の活用の場が拡大するなど、
データ連携・利活用をはじめとした、デジタル化の促進や、その実現に必要な技
術を持つ人材育成が重要となっております。
　経済産業省としては、設備投資やIT導入支援を後押しすべく、ものづくり補
助金などの生産性革命推進事業や、リスキリング等に取り組んでおります。
　2年後に迫った2025年には、大阪・関西万博において「空飛ぶクルマ」の商用
運行を開始することを目指し、政府では制度整備や研究開発を進めています。こ
うした取組などを通じて、経済産業省としては、未来の豊かなモビリティ社会を
構築してまいります。
　福島の復興は、継続して経済産業省の最重要課題です。経済産業省では、昨年
末に官民連携の枠組みである「魅力発見！三陸・常磐ものネットワーク」を立ち
上げました。本ネットワークでは、産業界、自治体、政府関係機関等から広く参
加を募り、水産物等の売り手と買い手を繋げることで、「三陸・常磐もの」の魅力
を発信し、産業界での消費拡大を後押ししていますが、皆様におかれましても、
ぜひネットワークへの積極的な協力・参加をお願いいたします。
　日本の製造業は、急速に変化し続ける環境の中で、複雑で困難な課題にも多く
直面しています。しかし、それらに果敢に取り組みイノベーションを続けること
で、安定した成長を続けられると確信しております。引き続き、皆様の現場の生
の声をお伺いし、それを産業政策に活かしてまいりたいと考えております。
　本年が、皆様にとって素晴らしい1年となることを祈念いたしまして、新年の
御挨拶とさせていただきます。
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2022年度秋季総会

議長となり大石事務局長
の議事進行のもと、次の
4件の報告がなされた。
① 新規入会会員の紹介：

正会員1社（㈱クロイ
ツ）の入会により、現
在の会員数は正会員
85社、賛助会員57社、
合計142社となった。

② 日本機械工具工業会
賞・業界功労賞、技術功績賞、環
境賞の発表

③ 各委員会活動報告：小谷総務委員
長（三菱マテリアル㈱）、上坂技術
委員長（住友電工ハードメタル㈱）、
石田環境委員長（オーエスジー㈱）、
浦本国際委員長（㈱不二越）より、
それぞれの委員会活動報告が行な
われた。

④ その他報告事項：2022年度改訂生
産額見通しについて

　最後に北山副会長に総括をいただ
き、閉会となった。
　続いて、2022年度日本機械工具
工業会賞の表彰式が行なわれた。業
界功労賞1名、技術功績賞4社、技
術奨励賞4社、環境大賞1社、環境
賞1社、環境特別賞2社が受賞され、
受賞者を代表して増田照彦氏（元 ㈱
MOLDINO）より謝辞をいただいた。
　その後の懇親会は、田中会長、来賓の安田様によるご
挨拶に続き、佐橋副会長の乾杯のご発声で開宴し、歓談
の後、山本副会長の中締めによって閉会した。

　10月20日東京マリオットホテルに
て、会員63社の出席および経済産業
省製造産業局産業機械課から安田篤
課長、川内拓行課長補佐、蝶野雅敏
係長にご臨席いただき、2022年度秋
季総会が開催された。
　まず田中会長が開会にあたり、「10
月より日本機械工具工業会が一般社
団法人化された。今回の法人化を機
に日本の機械工具の発展に向けて、
さらには世界のものづくりの変革、生
産技術や革新の原動力となるべく一
層の飛躍を遂げてまいりたいと決意
を新たにしている。また、今年度の
工業会の生産見通しは4,986億円（対
前年同期比106％）で、コロナ禍以前
の2019年度を上回り、回復基調にあ
る。そして、今年は第31回日本国際
工作機械見本市（JIMTOF2022）が
4年ぶりにリアル開催となり、コロナ
からの回復を後押しすることを期待し
ている。半導体の供給不足はやや回
復基調にあるといわれているが、一
方で、中国のロックダウン政策の継続、
ロシア・ウクライナ問題の長期化、エ
ネルギー価格の上昇等、新たなリス
クが発生している。また直近では為替
相場が円安に大きく振れており、様々
な状況変化についてしっかりウォッチ
していきたい。」と挨拶された。
　続いて来賓挨拶として経済産業省
の川内様より最近の政策動向につい
てお話いただいた。次に、田中会長が

挨拶　田中会長

乾杯　佐橋副会長

懇親会の様子秋季総会の様子

小谷総務委員長

上坂技術委員長

石田環境委員長

総括　北山副会長

中締め　山本副会長

来賓挨拶
経済産業省 安田課長

来賓挨拶
経済産業省 川内課長補佐
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1. はじめに
　2020年10月のカーボンニュートラル宣言から2年が経ち
ました。2021年11月エジプトで開催されたCOP27では深
刻な被害を受けた途上国より、先進国からの支援要請が叫
ばれました。温室効果ガス削減を加速する必要がある中、
最近では、省エネルギー、再生可能エネルギー、CO2回収、
カーボンオフセット等、様々な具現化された事例を目にする
機会も増しています。気候変動や海洋汚染などの環境問題
は益々深刻な状況にあります。企業にとっても、ESG投資
を始めとした企業の評価、価値に影響を与えるものとなって
おり、この環境問題への取り組みは非常に重要な位置付け
となっています。
　日本機械工具工業会（JTA）としても環境改善の為の活動
を加速する必要があります。環境自主行動指針に則って実
施している環境調査も今年で8回目となりました。提出され
た環境調査票を厳正に評価し、各社の模範となる環境活動
に対して環境大賞・環境賞・環境特別賞を選出し表彰を行っ
ております。また環境調和製品認定制度を設け、環境負荷
低減に貢献すると評価された新製品には、図1に示すJTA
の認定マークの付与を行っています。このような活動を通
じ地球環境の保全に貢献、さらに業界に影響する各種規制
に対するアクションも行ってまいりました。これらの取り組
みの一部をまとめましたので以下に報告いたします。

2. 報告
（1）環境調査
　2022年6月29日に正会員企業に向けて、工具業界の環
境状況の把握および環境賞審査資料とすることを目的に、
環境調査票と環境活動部門賞のご提出をお願いしました。
①環境調査票回答状況
　■集計期間：2021年4月1日～ 2022年3月31日
　■回答企業数：45社（回答提出率：54%）
　回答提出率は、昨年51%に対して54%となり、一昨年の
48%より2年連続して増加しております。新型コロナウイ
ルスの影響により一時減少しましたが、その後増加へ転じ
ております。
②調査内容
　調査内容は、大きく分けて2つあり、環境マネジメント（化
学物質管理、環境負荷低減含む）に関するものと、温暖化対
策・廃棄物対策に関する改善活動です。調査項目は表1に
示す全33項目で、環境マネジメントが17項目で48点、改

善活動が16項目で92点の合計140点満点となっています。
③調査結果
　調査結果を図2に示します。65%の会員企業で、昨年よ
りも総合得点が上がって（良化して）おり、環境マネジメン
トにおきましても、昨年と同等もしくは得点が上がって（良
化して）いる会員企業が79％となっております。また景気
変動の影響もあり、生産高原単位での評価項目が多い改善
活動の得点も、上がって（良化して）いる会員企業が65％
と継続的な改善が進んでいることが伺えます。
　昨年同様に、ご提出会員企業には、評価項目別点数を
フィードバックいたします。その一例を図3に示します。
評価項目毎の点数分布と自社の位置、自社の得点率推移、
二酸化炭素排出量推移をお知らせすることにより、工業会
でのポジションや改善活動の成果が分かり、活動の強化に
役立てていただければと考えております。

（2）環境賞の表彰と環境活動交流発表会
　会員企業から提出された調査表の内容を厳正に評価し、
各企業の模範となる活動に対して、第8回環境大賞、環境
賞及び特別賞を委員会で選考しました。これらを理事会に
推薦、承認されたものが10月20日、2022年度秋季総会
で発表されました（受賞会社については、JTA HPもしく
はJTAジャーナル第30号をご覧ください）。
　各賞の受賞内容につきましては、具体的な活動事例の共
有を目的として開催している環境活動交流発表会にて発
表、併せて各賞の受賞式を実施しております。2022年度
交流会については、新型コロナウイルスの影響を考慮し、
開催方式も含め現在3月開催にて検討中でございます。こ
れまでご参加が難しかった多くの会員企業の皆様にもご参
加頂けますよう、実施要項を取りまとめ、決定し次第会員
企業へご連絡いたしますので、ご協力お願いいたします。

（3）環境調和製品の認定状況
　2022年度の環境調和製品の認定状況は22件（11月10
日現在）で、昨年同時期と比較し認定件数は大きく増加し
ている状況です。要因としては、認定プロセスの効率化・
スピードアップにより、申請から認定までの期間が短縮出
来たことが挙げられます。これはここ数年の制度改善活動
による効果によるところが大きく、具体的には、各社申請
資料の事前閲覧制度化による論点の絞り込み、判定時に判
断のヒントとなる過去事例の判断結果をまとめた「覚書
シート」の充実・定期更新です。今年度は新たに認定ラベ
ルの改善にも取り組んでおり、会員各社が多くの認定品を

 環境委員会委員長 石田　　修
 環境委員会副委員長/環境賞専門委員長 前村　紀裕
 環境製品基準評価委員長 太田　吉保
 化学物質規制対応WGリーダー 花田　昂迪

（オーエスジー㈱ 製造本部）
（三菱マテリアル㈱ 加工事業カンパニー品質保証本部 筑波分室）
（日本特殊陶業㈱ ビジネスサポートカンパニー環境安全部 環境推進課）
（住友電工ハードメタル㈱ 生産技術開発部）

2022年度　環境活動報告
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取得・発信することで業界の活性化につながる様、活動を
継続していきます。

（4）化学物質規制等への対応
　化学物質規制対象物質の情報収集を行ない、不必要な規
制回避の為に業界として協力して取り組むことで会員企業
にとって有益となるように活動しています。今年度はJIS
改訂に対応した工具のSDSひな型を日本語版、英語版共
に完成させJTA HPに掲載致しました※会員のみアクセス
可能（JTA HP → 委員会 → 環境委員会 → 環境関連情報 → 
会員PW入力 → GHS対応SDS）。今後は、社会的ニーズ

が増えている工具1ヶ当たり製造時のCO2排出量の問い合
わせに関する情報共有や、算出方法の統一に関しても進め
て参ります。

3. 最後に
　環境活動のスピードを速める必要のある中、会員企業の
皆様に役立つ情報をタイムリーに提供していくことも我々
の役割と認識しています。JTA HPの中に、環境委員会の
専用ページがあります。環境情報を随時更新して参ります
ので、ぜひご高覧下さい。

改善活動

温
暖
化
対
策

18 電気使用量（生産高原単位）が前年度より2％以上削減

48点
19

配送業者へ委託の場合：
製品を配送する委託配送業者のISO14001（又はそれに準ずる活動
実施）取得率
自社（グループ企業含む）配送の場合：
社有車の低公害車の割合が50％以上、または超低公害車の割合が
20％以上

20 対前年度比、エネルギ－（CO2換算）削減率
21 対前年度比、生産高原単位のCO2削減率

廃 

棄 

物

22 水使用量（生産高原単位）が前年度より2％以上削減された

29点

23 総廃棄物量（生産高原単位）が前年度より2％以上削減された
24 総廃棄物量に占める埋め立て廃棄物の量は3％以内である
25 廃製品を市中から回収している
26 製品の包装容器はリサイクル可能で、包装材料に塩化ビニルを含まない

27 包装材、包装容器はリサイクル率、リデュース率、リユース率は総計
10％を越えている

28 再資源化（リサイクル）率

加 
算 

点

29 二酸化炭素排出量（生産高原単位）は、自ら定める基準年から年平均
0.5％以上削減された

15点30 生産高原単位でCO2が直近３年推移、連続で削減
31 ゼロエミッションの継続（99％以上）
32 再資源化（リサイクル）伸び率

減点 33 罰則等に抵触する場合 －50点
 小計 92点

合計 140点

環境マネジメント

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

1 ISO14001の認証又はそれに準じる環境審査・認証

28点

2 環境方針又はそれに準じる方針
3 環境推進組織
4 社員への環境教育
5 環境事故（緊急事態）への対応訓練
6 環境目標設定（エネルギー・廃棄物）
7 グリーン調達規程が有る
8 環境に配慮した事務用品を使用している
9 商社および原料採掘鉱山へ調達基準を伝達している
10 下請け会社、主要納入業者に環境教育実施している

11 下請け会社、主要納入業者は、環境に配慮した製造を実施して
いる

化
学
物
質 

管
　
　
理

12 欧州化学物質規制（例：RoHS物質）の規制物質が製品及びその
包装材料に最大許容濃度（閾値）を超えて含まれていない 8点

13 PCB（ポリ塩化ビフェニル）処理

環
境
負
荷 

低
　
　
減

14 環境にやさしい（配慮した）製品の開発に取り組んでいるか

12点
15 社内の環境改善活動に取り組んでいるか

16 地域（地球環境を含む）の環境改善活動に取り組んでいるか
（社会貢献活動）

17 生物多様性環境対応
小計 48点

図1　環境調和製品認定マーク

表1　環境調査項目

図2　環境調査結果（2021年度比2022年度）

図3　フィードバック例
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11月8日（火）～13日（日）の６日間、東京ビッグサイトにてJIMTOF2022が開催された。前回の
JIMTOF2020は新型コロナウイルス感染状況を受けて初のオンライン開催となり、今回は４年ぶりのリ
アル開催となった。出展は国内外併せて809社5,446小間、（一社）日本機械工具工業会としては、会員
71社429小間で出展した。来場者数は海外来場者含めて6日間で114,158人（重複なし）。
次回JIMTOF2024は2024年11月5日（火）～10日（日）東京ビッグサイトにて開催予定。

日本機械工具工業会会員出展社ブース

日　付 天候 来場者数　※重複なし 来場者数　※重複あり

11/  8（火） 晴 17,225（内海外 1,547） 17,225（内海外 1,547）

11/  9（水） 晴 18,594（内海外 1,010） 23,143（内海外 1,949）

11/10（木） 晴 22,486（内海外    986） 27,900（内海外 2,052）

11/11（金） 晴 29,962（内海外    664） 38,104（内海外 1,594）

11/12（土） 晴 20,388（内海外    664） 26,962（内海外    917）

11/13（日） 曇後雨 5,503（内海外      78） 8,614（内海外    309）

合　計 114,158（内海外 4,686） 141,948（内海外 8,368）

■JIMTOF2022来場者数� （単位：人）

※重複なし：開催期間中の重複なし　同人物が複数日に渡って来場した場合も１名とカウント
※重複あり：開催期間中の重複あり　当日の重複は除く

エリコンジャパン㈱ 岡﨑精工㈱オーエスジー㈱

㈱エムエーツールエフ･ピー ･ツール㈱㈱栄工舎

㈱イワタツール㈱アライドマテリアル ㈱アサヒ工具製作所

JIMTOF2022（第31回日本国際工作機械見本市）
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㈱東陽㈱東鋼㈱中京　

㈱タンガロイ㈱田野井製作所㈲辰野目立加工所

大洋ツール㈱ダイジェット工業㈱CemeCon㈱

住友電気工業㈱新明和工業㈱㈱三和製作所

サンアロイ工業㈱㈱サイトウ製作所㈱神戸製鋼所

グーリングジャパン㈱協和精工㈱㈱共立合金製作所

京セラ㈱兼房㈱㈱小笠原プレシジョンラボラトリー
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エムーゲ・フランケン㈱ ㈱オンワード技研AFCジャパン㈱

㈱ニチアロイ日進工具㈱㈱ナチツールエンジニアリング

㈱宇都宮製作所イスカルジャパン㈱アンカマシンツールズジャパン㈱

菱高精機㈱ユニオンツール㈱㈱彌満和製作所

矢野金属㈱㈱MOLDINO三菱マテリアル㈱

冨士ダイス㈱富士精工㈱㈱不二越

㈱ノトアロイ日本特殊陶業㈱日本特殊合金㈱
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マンヨーツール㈱㈱松岡カッター製作所本多プラス㈱

㈲鈴峰　 YG-1ジャパン㈱

HORN㈱ノガ・ウォーターズ㈱日本金鷺硬質合金㈱

日本コーティングセンター㈱ 日本ウォルフラム㈱テグテックジャパン㈱

創新日本㈱㈱真誠 ㈱セラティジットジャパン

CYカーバイドジャパン㈱CIMSOURCE Japan㈱SEAVAC㈱

ケナメタルジャパン㈱KFカーバイドジャパン㈱グリーンツール㈱

工業会ブース
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夏の風物詩と言えば花火（かなり季節はずれな話ですみ
ません）。みなさん花火と言えばどんな花火をイメージされ
ますか？ 夜空に開く大輪の花をイメージされる方が多いで
しょうか。

JR飯田線東新町駅のほど近く、私の生まれ故郷、そして今
も暮らしている愛知県新

しん
城
しろ

市
し

平井に鎮座する八幡神社では、
毎年10月に秋の例大祭が行われています。八幡神社の例大
祭は、お神輿、山車の行進などがありますが、なんといって
も見どころは奉

ほう
納
のう

煙
えん

火
か

です。奉納煙火には手筒、大筒、立
たて

物
もの

花火があります。立物花火は市無形文化財に指定され、江戸
時代の中期ころから始まったとされる伝統ある花火です。

さて、今回私が紹介させていただくのが手筒花火です。
手筒花火は愛知県東三河地区が発祥の地と言われており、
私が住む町の八幡神社においても長きにわたって引き継が
れています。そして、コロナ禍で2年間例大祭が中止となっ
ていましたが、ようやく今年、規模を縮小しつつも手筒花
火の奉納のみ執り行うことができました。

この地域の手筒花火の特徴は手づくりというところで
す。自分で容器をつくり自分で火薬を詰め自分で揚げ
る。すべては自己責任。そのため手筒花火への愛着も強
くなります。手筒花火づくりは竹を取る作業から始まりま
す。手筒花火にとって竹は命です。真円で真っすぐ、肉
厚の竹を選びのこぎりで切り出していきます。次に噴出
口（以下「鏡」という）となる一番上の節だけ残し、節を抜

いて磨いていきます。
火薬を詰めるため節
が残っていてはいけ
ません。鉄やすりを
使って節以外の部分
に傷をつけないよう
に少しずつ丁寧に磨
いて節を落としてい
きます。節をきれい
に落としたら、竹の
中全体を紙やすりで
仕上げます。竹の内
側には縦筋やシワが
あります。火薬を均
一に詰めるためには
これらもきれいに磨

いておく必要があり
ます。また、竹の強
度を上げるため縄巻
きをします。私の町
内では、まずは米袋
を巻き、その上にゴ
ザ、そして細縄、太
縄の順に巻いていき
ます。最後に鏡を赤
土で補強して容器の
完成です。ここまで
の作業を約1 ヶ月間、
毎晩町内の集会場に
集まって行います。

完成した容器に火
薬を詰めるのは祭礼
の前夜。事前に講習を受け臨時作業員という立場で最後の
火薬詰め作業を行います。この辺りから一気に緊張感が高
まります。強さの異なる火薬を決められた量、順番を守っ
て詰めていきます。込め棒で火薬を詰める感触、そして音
だけを頼りに詰めていく作業は、まさに経験だけがものを
いう世界です。最後に跳ね粉と言われる火薬を入れ、新聞紙、
赤土で火薬を止め、鏡に口を切って手筒花火の完成です。

そして今年、私も4年ぶりとなる手筒花火の奉納を行い
ました。我が町内も若者が少なく、揚げ手がいなくて渋々
揚げることになったというのが実際のところではあります
が、久しぶりに感じた緊張感、そして達成感。また手筒の
魅力に取りつかれてしまったかもしれません。若者が増え
るその時まで、手筒花火の伝統を守り、受け継いでいきた
いと思っています。
（オーエスジー㈱　デザインセンターミリンググループ チームリーダー）

手筒花火の伝統
ソリッドエンドミル専門委員長　長坂　康弘

リレー随想

竹磨き

竹取り

火薬詰め

縄巻き

放揚 ※手筒花火をあげること
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工場自慢
ツール
風土記

株式会社 田野井製作所
〒349-0226　埼玉県白岡市岡泉953
TEL 0480-92-1731　FAX 0480-92-4441
http://www.tanoi-mfg.co.jp

◆会社紹介と工場PR
　TANOIは創業以来一貫して
タップ・ダイス専門メーカー
として2022年11月3日で99 
周年を迎え100年目に突入い
たしました。
　社長の田野井優美は5代目の社長とし
て2013年に就任しました。女性社長の
強みを活かして、細やかな気付きで改善
活動や環境整備を進め、お客様に一番に
思い出していただける会社づくりに邁進
しております。
　当社はねじ加工に特化したメーカーとして、ノウハウを
蓄積しながら技術を継承してまいりました。いままで培っ
てきたそれらを製品開発へ活かし、お客様の加工現場でお
役立ちできることを 常に心掛けております。
　加工トラブルが多いとされるタッピング工程において、
安心してタップをご使用いただくために、ご相談に対して
原因を特定してから処方（対策品の提案）する「ドクター
セールス」と呼ばれる社内活動を進めております。
　工場は埼玉県白岡市と宮城県刈田郡七

しち
ヶ
か

宿
しゅく

にあり、埼玉
県の工場では超硬材タップとフラットダイスの製造、宮城
県の工場ではハイス材タップの製造を行っております。
　今後も当社オリジナル・オンリーワン製品を生み出し、
100年200年とご支持いただける企業を目指し社員一同
一丸となって取り組んでまいります。

◆歴史・ご当地
　工場がある宮城県刈田郡七ヶ宿は、宮城県の最南西部に
位置し、福島・山形の両県と境界を接する周囲91kmにお
よぶ自然環境に恵まれた町です。江戸時代、羽州街道と奥
州街道を繋ぐ道に七つの宿場があった事から、この街道は

「七ヶ宿街道」と称されており、町名の由来になっています。
　1991年10月には「七ヶ宿ダム」が完成し、仙台市を含む

県民183万人の水がめを擁する水源の町でもあり、「水の郷」
といわれています。かつては宿場町として栄えた場所で、
江戸時代からの歴史を感じさせる素晴らしい史跡や名所を
訪れることもできます。
　また、最寄りの新幹線駅でもある白石にはご当地品として

「うーめん」というものがあります。今から400年ほど前、
伊達藩白石城下に鈴木味右衛門という人がおり、父が胃を
病んで床に伏し、親思いの味右衛門は、何か良い食事療法
はないかと八方手を尽くしたところ、たまたま旅の僧から油
を一切使わない麺の製法を耳にし、これを作って温め父に
勧めたところ、胃病は日ならずして快方に向かい、やがて全
快したということです。油を使わないで作る麺は胃にやさし
く消化も良いので回復を早めたのでしょう。白石城の片倉小
十郎公は、前記の孝行話の「温かい思いやりの心」を称え、
その麺を「温

うー
麺
めん

」と名付け、地場産品として奨励しました。
　もう一つの工場は埼玉県東部に位置する白岡市にござい
ます。特産品の「梨」は県内有数の埼玉梨の主産地であり、
4月中旬には市内の梨園が
梨の花で白一色となりま
す。全都市住みよさランキ
ングでは過去に埼玉県内で
1位になるなど魅力ある町
です。

◆イベント わらじで歩こう七ヶ宿（毎年8月下旬）
　参勤交代路として栄えた七ヶ宿街道を、町民の方が手作
りしたわらじを履いて、スキー場から役場までの約12km
を歩く「わらじで歩こう七ヶ宿」。江戸時代の関所や茶屋を
再現したアトラクション、真っ白な蕎麦の花、夏の涼やかな
川の音を肌で感じながら、道中を思い思いの足取りでのん
びり歩く夏の思い出にぴったりのイベントです。県外からの
参加者も多く、七ヶ宿町の名物イベントです。

特産品の梨

七ヶ宿ダム「水の郷」七ヶ宿

社長：田野井優美

「わらじで歩こう七ヶ宿」イベントの様子

製品



会員代表者が交代されました。
株式会社早坂精密工業　
　　　代表取締役社長　早坂　道信　様（７月付）
株式会社松岡カッター製作所　
　　　代表取締役社長　松岡　慶子　様（12月付）

新会員代表者紹介

	 訃報
	 大　山　　徹　様
        マコトロイ工業株式会社  元 代表取締役社長
2022年12月13日ご逝去（享年80歳）
葬儀等は近親者のみで執り行われました
謹んでお悔やみ申し上げ、ご冥福をお祈りいたします
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◆正会員

トキワロイ工業株式会社（2022年12月入会）

会員代表者  代表取締役社長　庄子　雅人
本社所在地   〒365-0037 埼玉県鴻巣市人形4丁目4番75号
電話番号  048-541-2760

URL  https://www.tokiwalloy.com/
主要製品   超硬合金工具、超硬チップ製造販売

新入会員紹介

編集後記
　新年あけましておめでとうございます。昨年はコロナ禍に制限され
てきたことが少しずつ解除され、段々と"Withコロナ"の様相を呈し
てきたように感じました。その一方で、ロシアによるウクライナ侵攻
など、衝撃的な出来事も少なくはありませんでした。
　「失ってはじめて気づく」……って曲の歌詞でしたでしょうか？何か
の台詞？偉人の言葉？とにかく、きっと誰もがどこかで何度も耳にした

ことがあるフレーズですが、本当にその通りだなとつくづく感じます。
今号では、数年ぶりに開催されたJIMTOFやお祭りの記載がありま
すが、当たり前にあったことがそうではなくなる、と、この数年でい
くつも経験いたしました。2023年のかけがえのない日々が、みな
さまにとってあたたかく明るい日々となりますことを願っております。
 （K.I）

印刷・製本：（株）アサヒ・エンタープライズ

2022年度上期生産額実績並びに生産額改訂見通し
（単位：百万円）

品　　目
2021年度 2022年度上期実績および改訂見通し

上期実績 下期実績 年度実績 4月 
生産額

5月 
生産額

6月 
生産額

7月 
生産額

8月 
生産額

9月 
生産額

上期 
実績

前年 
上期比

上期見込 
（A）

下期改訂 
見通し（B）

前年 
下期比

年度改訂 
見通し（A）＋（B） 前年度比

ド リ ル 8,144 8,744 16,888 1,588 1,431 1,666 1,534 1,570 1,543 9,330 114.6% 9,340 9,006 103.0% 18,345 108.6%
エ ン ド ミ ル 2,323 2,478 4,801 458 426 530 505 428 505 2,852 122.8% 2,814 2,540 102.5% 5,354 111.5%
カ ッ タ 395 415 810 72 61 74 74 67 76 424 107.5% 419 401 96.5% 819 101.2%
ギ ヤ カ ッ タ 4,162 4,339 8,501 741 677 720 690 622 703 4,153 99.8% 4,106 4,000 92.2% 8,106 95.4%
ブ ロ ー チ 4,661 4,690 9,351 761 728 709 735 696 723 4,353 93.4% 4,345 4,845 103.3% 9,189 98.3%
ね じ 加 工 工 具 17,788 18,866 36,654 3,240 2,928 3,414 3,252 3,069 3,325 19,229 108.1% 19,065 20,432 108.3% 39,497 107.8%
バ イ ト 163 179 343 31 31 31 27 32 41 194 119.0% 183 179 100.0% 362 105.7%
リ ー マ 784 775 1,559 139 237 141 136 123 150 927 118.3% 907 815 105.2% 1,722 110.5%
鋸 刃 カ ッ タ 722 742 1,464 139 126 132 145 120 138 801 110.9% 795 879 118.5% 1,674 114.4%
耐 摩 工 具 1,123 1,125 2,247 173 156 175 182 178 177 1,041 92.8% 1,044 1,175 104.5% 2,220 98.8%

特殊鋼工具計 40,264 42,353 82,616 7,343 6,802 7,593 7,279 6,906 7,381 43,305 107.6% 43,016 44,273 104.5% 87,289 105.7%
ド リ ル 20,398 22,221 42,619 3,857 4,097 4,144 4,128 4,036 4,246 24,508 120.2% 24,344 22,888 103.0% 47,232 110.8%
エ ン ド ミ ル 21,530 22,217 43,747 3,864 3,681 4,121 4,017 3,799 3,833 23,315 108.3% 23,391 23,083 103.9% 46,474 106.2%
カ ッ タ 3,025 3,245 6,270 544 530 604 559 560 551 3,347 110.7% 3,356 3,346 103.1% 6,702 106.9%
ね じ 加 工 工 具 1,801 2,004 3,805 361 326 386 402 380 386 2,241 124.4% 2,245 2,211 110.3% 4,456 117.1%
バ イ ト 5,113 5,706 10,819 950 916 958 938 888 914 5,564 108.8% 5,563 5,757 100.9% 11,320 104.6%
リ ー マ 1,617 1,478 3,095 306 226 240 233 231 262 1,497 92.6% 1,467 1,505 101.8% 2,972 96.0%
鋸 刃 カ ッ タ 364 428 792 71 98 99 63 68 72 470 129.4% 464 427 99.7% 891 112.5%
イ ン サ ー ト 83,267 87,220 170,487 14,240 13,627 15,587 15,035 14,507 15,690 88,687 106.5% 87,769 91,057 104.4% 178,826 104.9%
耐 摩 工 具 17,628 17,750 35,378 2,920 2,928 3,178 3,107 2,965 3,021 18,120 102.8% 18,135 18,460 104.0% 36,595 103.4%
鉱 山 土 木 工 具 4,402 4,073 8,476 724 735 835 885 847 785 4,811 109.3% 4,892 4,359 107.0% 9,251 109.1%

超硬工具計 159,144 166,344 325,488 27,837 27,165 30,153 29,366 28,281 29,760 172,562 108.4% 171,626 173,094 104.1% 344,719 105.9%
ド リ ル 577 560 1,138 86 77 110 92 89 71 526 91.1% 545 556 99.3% 1,102 96.9%
エ ン ド ミ ル 755 729 1,484 134 98 161 124 138 151 806 106.7% 786 699 95.8% 1,485 100.1%
カ ッ タ 367 312 678 57 44 56 55 28 53 293 80.0% 282 321 103.0% 603 88.9%
イ ン サ ー ト 12,100 11,897 23,997 2,254 2,065 2,315 2,139 1,929 1,907 12,609 104.2% 12,736 11,992 100.8% 24,728 103.0%
ダイヤ・CBN計 13,798 13,498 27,297 2,531 2,284 2,642 2,410 2,185 2,182 14,234 103.2% 14,349 13,568 100.5% 27,918 102.3%

ド リ ル 29,119 31,525 60,645 5,531 5,605 5,920 5,754 5,695 5,860 34,365 118.0% 34,229 32,450 102.9% 66,679 110.0%
エ ン ド ミ ル 24,608 25,424 50,032 4,456 4,205 4,812 4,646 4,365 4,488 26,973 109.6% 26,990 26,322 103.5% 53,312 106.6%
カ ッ タ 3,786 3,972 7,758 673 635 734 687 656 680 4,065 107.4% 4,057 4,068 102.4% 8,124 104.7%
ギ ヤ カ ッ タ 4,162 4,339 8,501 741 677 720 690 622 703 4,153 99.8% 4,106 4,000 92.2% 8,106 95.4%
ブ ロ ー チ 4,661 4,690 9,351 761 728 709 735 696 723 4,353 93.4% 4,345 4,845 103.3% 9,189 98.3%
ね じ 加 工 工 具 19,589 20,871 40,459 3,601 3,254 3,801 3,654 3,449 3,711 21,470 109.6% 21,310 22,643 108.5% 43,953 108.6%
バ イ ト 5,276 5,885 11,162 981 948 990 965 920 955 5,759 109.1% 5,745 5,937 100.9% 11,682 104.7%
リ ー マ 2,401 2,253 4,654 445 463 380 369 354 412 2,425 101.0% 2,374 2,320 103.0% 4,694 100.9%
鋸 刃 カ ッ タ 1,085 1,170 2,256 210 224 231 208 188 210 1,271 117.1% 1,259 1,306 111.6% 2,565 113.7%
イ ン サ ー ト 95,367 99,117 194,484 16,494 15,692 17,902 17,174 16,436 17,597 101,296 106.2% 100,504 103,050 104.0% 203,554 104.7%
そ の 他 工 具 8,108 8,298 16,407 1,477 1,374 1,525 1,435 1,348 1,407 8,566 105.6% 8,550 8,473 102.1% 17,023 103.8%
ボ デ ィ 関 係 9,506 9,786 19,292 1,697 1,590 1,720 1,691 1,528 1,747 9,974 104.9% 9,837 11,890 121.5% 21,726 112.6%

切削工具小計 207,668 217,331 424,999 37,067 35,396 39,446 38,008 36,258 38,494 224,668 108.2% 223,307 227,303 104.6% 450,610 106.0%
耐 摩 工 具 18,750 18,875 37,625 3,093 3,084 3,353 3,289 3,143 3,198 19,161 102.2% 19,179 19,636 104.0% 38,815 103.2%
鉱 山 土 木 工 具 4,402 4,073 8,476 724 735 835 885 847 785 4,811 109.3% 4,892 4,359 107.0% 9,251 109.1%

総　合　計 230,821 240,279 471,100 40,885 39,215 43,634 42,182 40,248 42,477 248,640 107.7% 247,378 251,297 104.6% 498,675 105.9%
（出典：日本機械工具工業会 会員統計）
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URL  http://www.jta-tool.jp
E-mail  info@jta-tool.jp


